










ことの可否に関する調査」と「学内環境マネージメントのあり方に関する提言Jを平成 13 年 3 月におこなっています。そ
れ以後、組織の整備、鞠哉員、学生への説明会、講演会など啓蒙活動と平行して、各職場での環境負荷低減の努力を












善と判断し、市販の Microsoft Access 2000 を使用して薬品管理ソフトを開発しました。開発に当たっての最大の問題点
は主にこのシステムを利用する学生の手間(入力、検索時間)を省くことであります。これについては出来る限り入力す
る項目をコンボボ、ツクスに登録し、ド、ロップダウン形式で選択で、きるよう設定しました。







08 : Windows 98se、 WindowsMe
















































保存場所名、分類区分 CD、分類名、分子式(CHNOXM) 、分子量(排出. #)、容量、本数、単価、金額、購入年月日、廃
棄年月日、納入業者名、示性式(構造却、毒劇法化学物質(毒物)、毒劇法化学物質(劇物)、 PRTR 法化学物質、消防
法危険物質、安衛法有害物質]、そして「瀞某入力画面」での入力項目は 16 項目[溶媒 ID、薬品コード番号、制某名、
薬品会社名、容量、本数、単価、金額、購入年月日、廃棄年月日、納入業者名、毒劇法化学物質(毒物)、毒劇法化学
物質(劇物)、 PRTR 法化学物質、消防法危険物質、安衛法有害物質]であります。この作業は入力項目が多く、入力に













的検索ができるよう、「分子量検索J 、「分子式強索J 、「英名検索j 、「和名検索Jの 4 項目での検索としました。
-薬品表示
現在保有してしも「薬品全品」、保管場所を 54 カ所に細分化した「保管場開IJ薬品」、薬品を官能基で 24 グループに















前述の「特定化学物質使用量J については指定した期間毎に「使用 Noj 、「使用年月日」、「特定化学物質名j 、「使用

























(薬品 23 項目、溶媒 15 項目〉
( ;研究室構成員は使用の有無にか 1
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1) 毒物及び劇物取締法 MSDS 対象物質一覧 (http://www.prtr.nite.go.jp/msds/po出st10.htm)
2) PRTR制度対象物質データベース (http://www.safe.凶te.go必/data/index/ pk_prtr _input_list) 
3) 14303 の化学商品掲載品目一覧 (http://www.che凶cal出品y.co.jp/books/te氷i/30303t.ht凶)
4) SCAS 危険性評価 (http://www.scas.co.jp/anzen/hazard/kiken01.html)
5) 飯牟礼渚著、「危険物取扱者必携j、産業図書
6) 吉津正監修、 r1S014001.14004 環境マネジメントシステム<対訳>J、日本規格協会
7) r大学は環境・安全管理でいま何をすべきかー化学物質の適性管理と法人化に伴う法規制への対応-J、環
境・安全緊急シンポジウム講演資料、日本化学会環境・安全推進委員会(2002)
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